
（別紙３）

～ 2025年2月28日

（対象者数）
47

（回答者数）
36

～ 2025年3月10日

（対象者数）
7

（回答者数）
7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・親子療育と単独療育の併用を充実させていく。

2

・天候の良い日には、しっかり太陽を浴びて、運動できる環

境を作ってある。

3

・植物を育てることで、今まで以上に親子のふれあいを大切

にしていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・走り回る児童がおり、他の児童の阻害要因と

なることがある。

2

3

○事業所名 あさひ子ども園　そら　児童発達支援

○保護者評価実施期間
2025年2月10日

○保護者評価有効回答数

2025年3月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　3月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・集団療育を行うには充分な広さがあるが、個別療育を行う時

のスペースを作りにくい。

・テーブルなどを仕切りとして使用し、それぞれ違う内容の

支援を行っている。座る向き等工夫している。

・親子療育によって、児童の精神的な安定を図ることが出来

る。

・３歳児の単独療育を取り入れ、保護者と児童の安心・安全な

療育を目指すことが出来る。

・親子療育により、保護者と毎回面談・助言支援している。

・体を使った遊びを取り入れ、情緒の安定を図っており、手指

を使った遊びにも取り組んでいる。

・1日を午前・午後に分けて2回の療育を行っている。

・広い園庭があり、走り回ったり、ボールを蹴ったり、動きを

阻害することなく、自由に活動することができ、体幹を鍛えら

れることが期待できる。

・抗菌砂を入れた砂場があり、安全である。

・程よい公園が近くにあり、坂道を登ったりすることで足腰を

鍛えることができる。

・室内だけでなく、外で自由に遊ぶ、土と触れ合うことも積極

的に取り入れている。

・今年度、畑に挑戦し、玉ねぎや、チューリップを植えた。 ・野菜や花などの植物を育てることで、情緒の安定を築く。

土をさわることで、土の中の生き物にも命があることを伝え

る。

事業所における自己評価総括表公表


